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1． はL"めに TetsunosukeFujisaki YoshioTozawaMasayuki Morohashi

、ノフトウェアエ単にあ､ける逮近の詫題の一つとして， 易求牡擬記処及鱗とその
f/ステ風かuある。蜂者らは要求仕様記述膠ステ劇の一って"あるZSDOSをｲ臭用す
る機会か｡あったのて''、 このE/ステム,が卿と''の位使‘,良､ ,が、又． ソフトウヱアの作
成に知してこ"のように役に立ウそう〃'を臭廉にｲ更用しな小"5評価してみた．
レス孑凶のあらゆる側御を試してみる易'3て"3なか、たかDIQ その良所及zﾍ‘追加
した方か‘!望3､し‘ , ､§､且ど'と規宏まで､の経験'二基つ" ‘ ,て報告する．

土． 1 1SDOSとl3

批職撫到縦唆唱澱灘銃壁期瑳葱潔:賜
る。現段階のこの惨ステ“'ﾕ． イ礁乞記述する盲諾で‘あるPSL(R可｡blemStqfement

;?磯』鑪駕鴎鯖鯉遷‘粥批mS…ntAnal泌誹)と
PSLz"13,記述の対象とほるシ入ﾃﾙ{の鱗成農煮Z"ある‘ !くつがの型のオ7"i,"
エツトと， 毛のオフ"ジエクト間の! )ろ , ， ろの相互関桶上を表灼す言語要粛か用葱，
之肛乙‘'る。要求ｲ土樵を充分仁記述するために'1、 自然言語1二逸1 ， 1と”望誹し
4， －方て､ 13､討算機‘による匁埋を能率良く行ﾜ､うにめに形式化したち語か"萱1
L ( ) ｡ PSLIJ, 僧然倉語に筵つM Iすると‘ ， ク姿勢'乱と，乙‘ 1るそのの，非陳I二制限
された記述h＃封を用‘ ,Z‘,ろ。

PSAn､ ､ PsLの記述を人力として知埋し， 一足の秘式の子‘－ヲ、"－スに変換す
る。 j吠綾‘ ユーヴ'i 1g､ ｡ 毛のう側一ゲヘ'一入から 、 ’ ろ‘ ！ろの秘式のし1if－卜延作成し
た‘ﾉ { T. ･-9'Y,－スの内賠を災更した‘ノする． これらの機能を某たマために. P
SA ユ可〉ばか‘．用葱,dれ、 会話初式z､要求壮様の記遮と見成する1と21卿でさる．

L42 PsL/PsA概説

1) PSL"

PSLて･ば．記巡の対象とほる彦入テHの構成要謂とLて団｜に前す型のォ70'p'!

エクトか‘'用意’ユ脱て‘ ｜る。如埋の実体を占めるPROCESS,外部蕊境との接､南‘て'あ
るエNTERFACE ， システ公の動的状私を表叩すためのEVENT, CONDITION， テ‘1

－9の機鐙を表舶すた鉛のENTITY，味ouP,ELEMENT,SET薄ど'か剛乞の付'表飼且
七のごある。 一方‘ こ虹らのオフ．ジェクトの相互関偏により．刻泉システ4－1の陛
曹，機能，動作ばと･莚表わす。 オフ"ウ‘エクト間の相互聞偏を表わすたぬに．券型
ご‘とに， ↓｝くつかの動詞刀w用意,主侃， 自熟冨語風に表わす。 こ lt5の関偏鳳． ！ ！

皇刷瀞掌糯雄熟臆爵"搬測驚漂"§噌飢関
倫Z諭す鋤tα距rLvQtと｡n,PROCESS,EVENT,CONDITIONの相互開儒産而す

9:ste''np3nQmLcs鼠ど'の誕肖!"Vある。 皇肌らの聞倫は、 toPdown(downwqrd>
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的， あ,よ風.bottomuP(UPwcw,d)的の両方の立場か5記述でさるがlc 一方13佗方
の記述に従・て、 PSA囚で自動的に生成､する。 こうすると、 全梓の記錘Lに'ユ兄長
j仏かi‘人ソ込むけれと''jt､ 21'しだ' l丁理解し易を§・て‘ ， る．

P9Lで|ユ、 PROCESSZj､の匁埋のｲ土方足詳細lこ託述~りるニヒ13セマ､'. 55| 7.
惨'‘エクト闇の相互関ｲ調や､ イ〉ターフェースの記述を中!C'に置1 1 て! ，ろ．知理の

手続3の内辱を箸とたM)に9 1 1くつがの種類のCowIme,,､t Entr:力Y,用意。肌て‘ ’
ろ．

2)PSA3)

PSA 13店Lの記述を坪理して記述のテ卿一ダヘ"一入を作ること， そのテ" ･-9/I' --
スに基っ" ！ ’ て種句のし献一卜を作’たり 、 そのテ"－9ヘ'‘－入を変更する二と厚と”

を行薗う． これ6の機能lﾕ、 す'Vて、 PSAユマ生ドを介してユーツ''"''指前,する．
PSAコマ＞ド‘壁_図兄に了!す｡ PSLの自画血を人力してT"-9'V'-入逓作‘ﾉ出す

1NPUT-PSL， テ'' -- 9 ,Y--スの内暴延更新-ウる山ANGE-NAHE, DELETE-NAME,
DELETE-PSL,REPLACE-PSL, t 'ろ1 1ろのLJIo-卜を作‘ﾉ出すFORMA1~｢ED-PROBLEH
-STATEHENT｣ P1CTURE,PROCESS-CHAIN, NAHE-LIST, PSA自体を希'l御する壬丁，
H匙P, SToP唇と‘‘洲ある。

PSAf"ステ公自係13， FoRTRANで作られて‘！る切乙"、 ‘！ろ‘ ‘ろの機械に泌桓し
易‘!。

2．記巡例

2． 1 飼攻とした問題

1SDOS逓ｲ更用して、 その訊薗をするために、対象己ステ“を設定した。 こここ”
'3． 筆者の一人次以前に作威しにことのある7．口7"ラ“と例として採り上げ‘に。
これl3､ CRTデイスフ°レイを使ったド' ミ ノ ．ケ-J-lをする7．ログ"ラ劇乙'ある。 こ
帆を以前7．口7"ラ 4．|丘作成した蓮ソにそのｲ操丘PSL乙"託型した。 又' PSL/PSA
"}‘1設計ツールとしてと卿の他殺に立つの〃'を知るために． 同じ‘ドミ ノ ・ ノブ"－ム{をす
る7．口7“ ラムを．以前に作，たガ繭f老j乙ろ莚改良して勤たに作成マろためのｲ丈
凝記述隆行唾，た。以餉に作られた7'ロ7"うぃ（ 」,人~F旧70ロク‘ラ“と称すち）に
対ブろｲ丈樺記述遊図_且， 詮れと改良した7．ログ"ラ員（以千新7．口7’ラ劇と和する
）のｲ士橡記述を図_生にす､す。

2． 2記迦門‘｜の目的

この例鐙で恩．既に作成した7．口7‘ラム↓の牡様詑述をPSLで先す"行なLI .次に
量のｲi様記述と参考にし延力v5別の視点,に血｡Z70ログ’7判を改良して‘ 至れに
対7るｲ土様記述を行怠’て‘，ろ． 旧7．口7"ラ必↓3、 人カモ_し'‘ユール， 出力乞壱,"エ
ール， 〃"‐“'ﾌ制領ﾓｰﾂ1エールに梶‘にれて、，る。又．人間の手，機織の手， 必，
山の隈ミノパイ '3， 7へ"てえ8旗のパイなあ5r)すり入卜の操作て･表塊LZある
のZ"、 をの‘ノスト如墾の莚ヴユールla重要苞働さ丘する。 皇肌に繭L ｡新7'Q7"
ラムl 13､ ノブI1-ム'と行凰う人間機械，脚よ恥‘その間に‘ ，る審判の三つの追E,0'ユー
ルに分胃'lされてL,3｡

旧7．ロノ7'!7Aで鳳、 boぱom-uP鋼に7．ロ7"7z-lを作って’’るのに釘L､新7'D
7w7"Zj! 13、 top-down鯛に7'D7l! ラムを作’て‘‘る。 旧7007"7劇を新7｡ロワ"7
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J-Iに署赴直1[3, をの他様とPSLで記述してあ肌13'' , lc.'' I'1_1g'n直（易, ’かを経

験約'二評ｲﾛするユヒカ'" 、 このｲ列悪を記述した目劒Z‘‘ある．

3．試用による評価

3， 1 人間機織鼠として見た評価

1SDOSは、壮様記述逓梼洞に支撲さ色て行なうじステHて"あり ! pステH設計
老′ ル)る ’ 1 '37．ロク"ラマか､‘ｨ更利に使える遁具て'ぁろへ'‘さて"ある。 このためにほ．

人間と機械とのイ〉タ ー 7エ ースjY!良く設計述乢て‘ ， て､チユ"n!ﾉの良‘ ，システ
且と息うて! 1nlすれ|3'!怠ら§‘ 1 ° このよう画観,#,か51S9OSを評価すると ．沢の

よう回特徴や問題点洲ある。

（1＞人力

PSLで書か肌に壮様|J,InPut-PSL(IPSL)コマュド'を心して人刀之rL，店A I3
こ肌をT"-9 'V! -入に変換する。 イゴ様記述l3、 それを表胸すテ'' ･- 9，"‐入刀1''重妥
て‘あるか5 ､ 人力 ‘ノー入と‘ ， うての13保存してハ'か亘【 ,。個々のPSLの文|3, A

力曲に－つつ､'つ芝の構文をチエ “ノクコlt，構文的'二正しけれl3'! 、 即理される。
PSL IJ,stepwIseに記述を追加してゆく ニヒを削提として！ ’るので‘、 たとえば末足
菱の717"Z,"エクトと参照して! ’てモ， 入力時に'3誤りとla赴可ld O 人力又皐引通り
の匁壬里としてし。》。

量とZ" ， 入力爵にオ7'' E,l'エワトの綴りを誤，に場令‘ その修正か''励慢IIZ''ある。

人刀 ‘ノ ー入が､根漁し乙あるほら '3"、 エテ’‘イ タで､綴りをｲ陽正す肌'3'良”加'，炭に誤

，惟綴‘ノに碁つ“ ‘’て丁"‐ 9ヘⅢ －入〃'‘'でミて‘ ， る． そこて"’ 二叉のｲ'参正子液qをとる．
i ) ErmQred-PFoblem-State''nent(FPS) コマニド‘て剛、謀・にオ7"C''エワトと

出力

li) Delete-Name(DN)コマラドて1 f 芝のオ7"ロ"エクトと尚|"｡ (同菌に， この

謡，に列7"pI!エクトと参照して ! 1 3閻所13, すへ!!Z肖il除される。
Mi) 17'r,"エワト妬を修正L､ i)で得51'した, ", 1E7r7"r,"エワトに闇する記

述を回復する1こめに、改妨z人刀する。

;謝撰灘灘蝋龍懸議磯識
Xh! ﾉ。誤‘ﾉ i'万正分〃｣と， 図§ ！、示す，

PSAI3､ InpMt-PSL, Dele*2-PSL,RepIQCe-PSLて"人〃し捉えの構え"|''誤りて”
あると,、 芝れ注無視して‘ その二叉の文か5匁理と縦折する。 オ7'己''エクトの定義‘
叉か‘'韻，乙！ ‘た場合，以下に箸‘ ， た閼偽を両!？又'ユウヘ'zE､図に反したオ7"E,"z

7卜に対すう記述と解択ユK， テ‘‘ ･－9 ‘1"‐入孤|jf5rlてL31｡ jt'て' IPSL
でPSLの叉を入刀-りぅの13会話型で‘行§1 J ! 人刀した文JI卿誤'Z! ' itl3i' 、 芝の易
乙‘'正しく修正~『ること〃v望まL ( 1 ｡ ISDOSで! 13. FORTRAN丘へ"‐スにして1 I 3の

て‘ ‘ 一括抑埋の影嬉"V1大ヨ ｛ ' 。 しかL, イ士様記述IJSt2PwIseに作威! Lてゆくその
で'あり、合記型丸埋を基盤と-リヘ"きて"ある．

(2)&,"

PSLの記述に対応,-ｳる子､' --9ヘ' 一スか'一旦Zl'3ると, 1 1くフかのPSAし(7l｡-l､
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f

コマニド‘逓梗’て、 たくaAﾉの影可のド千1xニトか‘得ら肌る。 己ステ割設計の

過濫，舛靭の人の参加'二よる7．口f,Mエクト哨壬“と‘‘で'3‘ 人間にと，Z胸かり易
1 1 ド‘テュxン卜と簡単に出ヵZ"aることか"萱まL t ' 。 この’§‘でIJ､ ､ PSAI3かbリ
の努刀"1''921t, 文章によるし"1｡－卜だ'けでg< ､視堂そ_永' l用した理解し易1莚
求めるために、 図形しぴlO一トルY!何潅類か用鴬,これて! ,る。

図’ や園3'3‘ 7．ロセ入間の間衞を訂1すSWsten'-Str'4cti''reの図形し前,｡－卜乙〃
ある｡ こ収13､ Extended-P(cture(EP)ｺﾏﾆ ’て‘'一つの7.ロセ入を垢足すると ’

そこからテ"-9 /V! -ス莚たこ，り．棺足した鳥'l住の閣桶を図式'的に出刀する｡ _g_4
に13, テ"-9構遥につ 1 ， ての図式し〃lO-卜， 図wrl3. 7'口ヒスと皐象や對斗との
間偏を指定したオ7"6I{エクトかsたこ01 7Zｲ乍欣，した図式､し[T1'-l-(Rbces3.Choim
）て'ある。又，指定したオ7"D''エグトに画して‘託迩これて‘ ，る関衞とすへ'乙表
5,LたのがL図_a_(P(ct'｣IYE-Report)で'ある。
オ7｡p’'エクト間の関偏， にとえ13''7｡Dtスヒを乢刀V!抑埋すぅ子"－9との間偏を

府9'ltLて出刀したの軌!mq (Eleiv,ent-R'､oce"-UsQ3e-PePort )で'ある｡ T"- 9
のｲ線変更とした場合ほこ'‘ ， とj!こに影導が及J(､"' ! 一目晴然とUる。
このよう息エ夫をして、 イゴ緑記述の狸幣し易さと高めることをね5 ，乙閥‘ リ，
h3程夏の成果'3上が､ 'て‘ 1る。

（3）し献一卜の量

1SDOSて､､ lま、 ‘ ’ろ‘ ， ろの彫式'のし汀,｡一卜の出カカド可能で‘あり , ! , 3( , 3の視点、

からｲi様記述遂埋解すること力Y,Z"35. 出力の垢足IJPSAのし前､｡－トコマ ク }､jZ’

簡単'二行思えるから， 大量のしJI｡-卜が｜出力ユ肌ろ可能畦もある。 たとえ,ユイ工
様誕述全体と表的す局rvhq"ed-Pしっblem-Statenlentで! IJ,各オ7'Z,i!エクトに関し，指
定d肌て‘ ’ ろすへ､ての閏帰を出力Lて! ’る｡ IPSLで人力したPSLの､／一入で'IJ
〃7"ずエクトの間偏を．－つの動詞だけ丘使，と記述しZ! )て毛， PSA刀噌動的に

その動詞のcoyy1FI…n℃（たとえ鳳側、 ＃鐘形に対する隻動形）魅ｲ更。た記述と生欣‘
しzく耽る。従うて， FPSの出力l3, PSL,/-入の2-3倍に§’て! ,3｡

イゴ友説述の読み易さZ高めうため'二'子‘ むゃ計に久一量のし畝｡－卜進出-リニヒ13
重ましく回‘ 1 ．全く初め乙矧象r/ステ“のｲi様を競沁人1ニヒ，て， たとえ13'!.

ごM照.噸慧剛,猟･熟塘嫡輔:I蝋:腱翻
す ！ ､<っかのR､ocessChQtnﾍ嗽と"力v'#l ・て‘ ,れla''、対泉ワステ44のあう程雇の埋
瀞力'‘可能と恩3う｡ こ帆らの骨'3， PSL､ﾉｰ入入刀の数倍とロ3ごと凰確かこI'"
る。

3， 2設計の道具とLての評ｲ、

%L ! , ､/7トウエアシステムの開捲に鴨して, ISDOS丘設計の道具として使っ
た場合， と‘の位ｲ更' !易く‘狗果か｡あるのかと 1, う観噂‘1から評棚了る。

(1>"様記述の詳細良
設計の過員とLZ! 対泉移ステ剣の梼能，祷蓮， II佳曹を充分細",<託逃で芝g

ITulau厚ら且11・ PSLZm 13、Rocessの行恩う手続3の内曝風･ CoIIw"entEntvW
として着くの乙!‘， をの内幕に閃-リラ抑理l3桁§ntし亘1 , . -方， システ“内にあ
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今的収3デーダの精通'3 、 ENT1TY， aROUP, ELEHENT, SETの形のオ7鷹p'’エワト
をｲ臭’て詳細に自己遡止て，匙， 又‘ 甚乢が'と3値そVALuE駐梗，て与えろこと刀Y'て''g
ろ。 図6に13、 その一脚'ljWT!ミレLZI I ろ。 ウステ劇のzt,"1－L化を殻封する崎
に(3 仰埋の荊泉とn3テ"－9，喧農'n,#､に耳るのZ" 、 7'－9構莚を3うんと記
述で‘匙ろ機能'3，効果朗である。

又’ r/ステ当の動的庖状兄をあ5胴すた")に、 PROCESS, EVENT, CONDITION
の三つの影のオ7'IE,'iz7トを便‘ ’ 、細かな記述が可能で'"3｡,7に,3、 その一
〃|訓mr12れて“ろ。

（2）チエ‘"7機鶴

z轆灌僻鰔縦‘這戦；駕聡梼態§淵:好：
PステLIでl3!p!婆亘ｲ則面であ3｡ ISDOSの最初のVerSionに|3' CCMPLE1ENESS と
( !pPSAコマンド'か1用息, 3Wして！ ‘に力V! ,規堪のVeだ『｡I,,(VersfonA5. 1)て'| 13. 2
れ'3肖ﾘ蹄ユレLて‘ 'る。 一方， PSLにASSERT文を設け‘ そこで'，指足ごl'Lた集件と
"7､'f,"z7ト〃1､'モつ"ributeiP. S%steIMRｽrQmeterとの一貫椎を調べ!3ASSERTJON
-CONSISTENCYE! , 'EAコマニ 快か噸追加さ『して， ！ろ。

与えられに譲述のcowTPletenQssのCheck l3､，記述をstePwiseに虎威してゆく こ
とを基本にす帆ぼ'、 困難とb､ろ。縦・て、陽に与え5収をASSERTえの如盤だけ
をすうJとに後退しZ! ! ろ。

自動的'二PSA"wテエ‘ｿﾜするのl3, 1PSL与と"のコマ＞ド'で'人力したPSLの揖又
の正し&た！‘けて‘'ある．締均， 。〉ハ'47"Y持つ濯良の能力とf,たじスラムと‘ ，
えよう。

(3 )4ePwiseな記述

対泉システ昌迩設討7ろ過濯仁駒‘ , ,て13. tDPdown"Iこれ橡を作，てゅ〈〃か，
著迩である。 勿論一風に〃漁か'’見威’すろI')けむ､ |ずなく， ≦tePIA/iseに記述してゆ
く。 ユの'9‘鬼過潅の舟､段階二・とに、 PSLを仮､てｲ様を書さ、 Zの解初レガ､'-l､
から､茨の段階に対する茄吹ヵ鳴られ"は‘､設討か､界易に回る．
1S"Ogで13、 このようロイ更‘ '方2忽､足して、 PSLの瀧述力V!見全で写I I I ブ噂h
吟易熊しZ､ 'うオ7"r/''= 7トカv|3た"足嘉ユrして! '#<てモ， 正し ‘ ,人力として受
け付1ｲろ. 1JL3そのようなガ7dヅユ 7卜 13永足参と“う型をもつfのとして
澄縁2れうので‘，沢の段階で'NQwMe-LIstをこ ‘ﾉ ． 末足義,フオ7"ヮ'iz7トヵ1''Zj'れた〃
付あうかを千1,i"7Z.さろ。

前述したよ､う'二、 才7"f,vエクト間の関ｲ雄13動詞て"記述す3上， モの相斗と
な'たォ7'ｳ'‘ｴｸﾄの側に'3､ その開偏のCowIPlew'ent赴用‘ !た同一の関偽の記述
が帽動的に与えら脱ろ。 した〃li' 7て．禾足爵のオ7'p'' z7卜毛‘ 参照辻 ,ししにヒョ
L"L回籟'ノの型の"7"〃｜工7卜としてｲ良うかと‘,ぅ記述鳳功帥3ずなのz'( 足勇
寸う段FWでそれ上矛循すうよう句読述丘マ3と、誤’ノとう3。 (g_1g)
PSLの記述量が"角くな3上、 そ肌を正L<狸解して‘沢の段滞に進t!のか"困難
となる。 ある‘‘ '3，記述の叉涛（たとえ13"‘ あうオ7"Z，ヱク 1-が‘他の何の閣偏t
持たすI二孤立して1 ， ろこと）‘と"亡員力vつ3にく（ '・ ユのよう皀場今， Extgl')ded
Pict"re"3 | IJRct'4reRePo『t左見れば．視覚的に牛|断か"つく。 このよう勺解訴し
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df-卜を利用すれIJ''、 #,段勝Z"の*さた,収の併分を見つけルIjo 二肌を，機械の
史濃にf、て行自え帆'3‘ 、 人闇の能力を本曾的な獅小に何1ｲることか'!ZJ'aう．

酔うもEMiの麓臭

既に知狸乏帆て了‘'－9ヘ"‐スヒヮ,Z! | ZPSLの記述を灸見ずろ錫心, l lくう

がのPSAコマ＞ド'が用過,ユれて! ,ろ，
。陸lete-NQMe..."7"ず1，フトと' ZILかl'",て‘‘た関ｲ罰27"－タヘⅢ‐ス’’

5拍去。

･chom;e-Nq"@"1Z'#"¥2トの殆#lを灸更。 それとう､'熊して ｜ 1たとこ うて’
毛殆節lf延史。

opelet2-PSL ･ ･ ・才7''ﾜ伽工7卜のもとに記迩-しzあう北足した閃倫症消す。

｡RePIqce-PsL ' ･ ･ 717''r,I'z7卜の毛とに記述しZあう間徹の－群を虻更？ろ。
｡RePl･ce-Co'"t-Enti'W

二｡賑う,秘茄〃?‘淋職溜諾･";";蝋瀦窺含
こ',しらの灸臭用コマニドを遡当与噸序でｲ史r)5! 1 ", it|図した変更か‘‘行与わ乢皀
いとこ力Vある．

“＞設殻用塾具としzの総‘合釣評価

ISPOSIJ, ､ 、/7 Vユア生産のライ7サイクルに術､ ‘ 1毛． l l くつか機能と泉す
らと隆狙'Z, ｜ろ。たとえば‘、 約数の人間"､‘豹ロィラ人規狼7'ロゥ"エクトに耐､ ‘ ，
て． ド｜キュノ<＞テーションヵ職械の史後で唾旅忽‘さる二と'3， 非聯に効泉鈎で‘胸
ツウ，

譲針用遡具として13' イゴ淡の秩証ｶ噌勤約に府慰われ355 13,, ,威力を私禅す

るであうぅ。 弘睡のZA I3.綴献に自動的にね様の一省'隆や‘ 兇を性をチェ"ﾉ7
すうので'輻く その作業'3人間'二3かセ、 老〃パリ、 人間の*‘|断の督料を媛冨
に提媒しようとしZ! ､ろ。 上の方針I乱現臭的5毛のZl(ぁソ 、 PsL/PsAに習熟（
に人にと・て'3、 このシステ“ ’3設計用道具としzえ外有劾'己働くで功3ぅ。

4．描張した､ 1機能

PSL-/PSA筵ｲ史用した経験から¥il断すると‘ 頚_たのヤラL/PsAに剰して二にのよう写

澱能を追加13[, ZI二槙､ ,易! ‘毛のとgろ。

4‘ 1 チュ'''7機能

stefwIgeにｲ士様の託巡隆行りえ3た抑I=､ PSLの記述")兇全惟をテェ‘,ﾉ7731
と'3ヶ可能ZI!ある。 L"&L, 入閣か見全'ﾆｲ篠率乙述_LZL3・をころえた後Z"
'3， PSLの託迩_か!､庭締して‘ ‘ ろかと'‘うかをも動的l二子1",7し乙くれう方か"J! ' ｡

4，2人力の工夫

PSLの入力ra, 含謁型を主峰としりければ｜毎分角1 ， 。 このとa， あぅガ7伽pIIZ

7卜に対して、 と‘ん写閣棉"V使えるか、 など’の順報か､、 Pス74-I''|かけ耐乏M3
とｲ更未lである。たとえばI， ‐図l_i'二mマよう |z, FPSのガ70シヲ ンALLSTATEMENT
を指定すると, "7" r/"ゴクトの使える可へ‘‘ての関楡か'!3X>卜とLZ出力dれ3｡
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このよう亘汀1唆かあれ13“、 正し ‘ 1ハカ2~W3jとか1際吻に写る。

¥， 3 出力の工夫

PSAの出刀13{ 1 j 3 ､ ! うの工夫か‘§されて功' リ 、 麓_外見や7'， し研｡－/､にbっ

Z',3．図剣､しポ-- l､'3UI3、 その一って"ある。臭際に荊泉システ“を蓮鰭しよ
うと73と， 了/入子針の全州段丘何かの秘式でっか升を‘，と周‘う。規妊の
Extfr'dedRcturef,Ptct“杉RePortでは。 出刀蛙置の機能によろ制限hと"乙DI, "全ｲ本
像の出刀'3矛可能で‘あう。たとえl3､, . 70 !ノ >9の出刀と何枚かつ、く"と．全体の
椿泳､が一目Z!わが3lくう§工夫13で3な‘,が。

4， 4 フ･ロワ､ラ山とのつなが"リ

PSLI3、 あくヨz剛毛倣様左遡上z"功ソ､ 芝れを臭現す37.ログⅢ7判との閣偏|3,

何t龍型しZ{ ,9{ ' ｡ 7.ロも入の鳥体飼専動きI3． Comww'ehtEntr3のPROCEDURE
吐牧っても理Lして‘ ， ろ。 PS,ﾍ l3、 二の内曝に関してl3何の知塞もし享, ! ， ここ '二
具惟例与臭規の7，p7‘ラ必を記述L,杜撰記述Z"指足辻れたインター7エースと
の整ﾉ台､岐止チェ‘,,7したり ‘ 良現の7‘ログ，ラ“の ､/‐スゴー膿､お‘けと露'ﾉ鯉すし〔1‘。
－トコマ〉ドl迩設'↑たり して、 イゴ様誕述と更現との間に"Aが‘ﾊ1，人-ﾘ3二と"v芳
えうⅦろ。

生5記述の階危化

PSLの託述自秘lz l3祷逝l39< , "7"t,!|エ '7卜の足炎が羅ｳ!ILZ!, るお‘けであ
う。 シ帆に剰し，記遡上のLz"の7'!p"'7鮪莚ヤ，毛pⅢコーール籟莚産葛人L{ 始餉
の重伽あI'フセりじ"を請可二とか'zえられる。 又’ 二の繭壷_と，記述して‘ , 3対象
シ久了公の絹蓮と左関迩つ･け帆厩‘ 、 #l垂の一首性や見全性のチェ‘ソ7左乙入テ劃
の一押分に隈-足し乙行aう二とかて電ろ。

4． 6 8黍糖化

'/7!-f7エアウ入了いのれ様記型Lのち語としZ一番強力aもの13自然老需であ
う。詳細与遺‘味丘記述すうの'3， を＃u人外に|3#! '｡ PSLt､ 自然富詫の機能丘
少して‘‘そ露リ人肌ようとして‘ ， ろ。

この場令‘ 眉懇意誘風'ｼ記述したｲ様か蝋とⅧの位理解し易{！ のかと判断73ため
la" 13、 日本諾風に記述したモのZ"諏史しEガか‘,良‘ , o

PSLl.J, 自然も訟風と1 l ,Zt、非常'二ホリ膜した又訟陸椅，て‘ ‘ろのご' . PSA

の節|後に寸7’7'ロセサ睦臭現可れは'、比較的爆易に日本認風のFSLI二変換1うこ
とか､でこよう。

5、 あ､わりに

1S"OSt/入子“のPsL/FsAZｲ史.'Z例題&記述し 、 Zの槙‘ ,勝孑ャ， 方劾,賎と
試してみた。完全峰のﾃｪ‘,,7写と"に期特131#れの､常､f見られたが‘ 、 屯､しぅ．淡絨

'3人間の判断'二易牛する萱料を坐畠に主威ずうと”う方針でシステ匂が，作られて
! ,うと鬼Zら'しろ。 PeL/庵Aの更隔の使用状況を想定73と， このオバ規更的Z"
あ'ﾉ 、劾果そ上加うて,あうう。
PsL/?SA勿撤能lg､ ，萩‘をが･今斗で経験したその｣人外にも! ,<うか用遺,d血て
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llろ。たLX_|3,#､ 7･ロ『,!'多クト層理の機能"vその一つZ'!あり ． 初3珍圃にあ､ ! !Z
l3非箪に萌劾に働くZ"勿ツう。
土,)研隠13! 日永ZBMの73C7エローシ' 7｡ ､ 7｡Q7"ラ4により行与。たその
ZJあう．

梅討論項‘’た．職‘大単米田循夫‘農彪,勇塾大単土尼箆久‘更術工業大単
米飯明鼠の誘氏， 写り欧、に閣備殆洛位に感謝？3沢算Z"ある。

湯鬼文献

､/7卜17ヱァェ単一襲求ﾉ6様枚揃， b此臨曲増刊， Au: 19W
RbLlemStOteWieWItLql'i9"q9e LQIW"Q:eRefrenceSummc,,､9(A51)

SeP 1978EDOSPrcject,
Pr｡blen, StqtZn,ey,tAnqIK3ev. CommQndRefer℃''1ceSurvivy'ql'M(A5､ 1 )

Lq''i9しIQ9e
SeP

Anal33er :

1）

2）

3）

IsDOSP叫eCt , 1979]qn

曙

｡
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本 PDF ファイルは 1980 年発行の「第 21回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


